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PEMは、PEMサーバー、PEMエージェント、および PEMWebインターフェイスの 3つの主要コンポーネン

トで構成されています。PEMエージェントは、各管理対象マシンでタスクを実行し、データベースサーバー

とオペレーティングシステムの統計を収集します。

PEMがサポートするプラットフォームとバージョンの詳細については、次の EDBWebサイトにアクセスして

ください。

https://www.enterprisedb.com/services-support/edb-supported-products-and-platforms#pem

PEM エージェントのインストール、アンインストール、またはアップグレードの詳細については、次の

EDBWebサイトにアクセスしてください。

https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-enterprise-manager

このドキュメントでは、PEMエージェントを使用するために必要な情報を提供します。このガイドでは、エー

ジェントの基本的な登録、構成、および管理について説明します。このガイドは、次のコアセクションに分か

れています。

• PostgresEnterpriseManager-概要-このセクションでは、PEMアーキテクチャの概要を説明します。

• PEMエージェントの登録-このセクションでは、PEMエージェントの登録に関する情報を提供します。

• PEMエージェントの管理-このセクションでは、PEMエージェントの構成と管理に関する情報を提供

します。

• PEM エージェントのトラブルシューティング-このセクションでは、PEM エージェントのトラブル

シューティングに関する情報を提供します。

このドキュメントでは、PostgreSQLまたは EDBPostgresAdvancedServerデータベースを意味する*Postgres*

を使用しています。
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第1

PEMArchitecture

PostgresEnterpriseManager（PEM）は、単一の GUIインターフェイスを介して複数の Postgresサーバーを監

視および管理するために設計されたツールです。PEMは、インフラストラクチャの次の領域を監視できます。

注:Postgresという用語は、PostgreSQLまたは EDBPostgresAdvancedServerを指します。

• ホスト-1つまたは複数のサーバー（物理または仮想）およびそれらのオペレーティングシステム。

• サーバー-ホストで実行されている PostgreSQLまたは EDBPostgresAdvancedServerの 1つ以上のイン

スタンス。

• データベース-1つまたは複数のデータベースと、その中のスキーマオブジェクト（テーブル、インデッ

クスなど）。

PEMは、多数の個々のソフトウェアコンポーネントで構成されています。個々のコンポーネントについて以

下に説明します。

• PEMサーバー-PEMサーバーは、データを監視するためのデータリポジトリとして、およびエージェ

ントとクライアントの両方が接続するサーバーとして使用されます。PEMサーバーは、PostgreSQLの

インスタンスと、監視データを保存するための関連データベース、およびWebサービスを提供するサー

バーで構成されます。

• PEM エージェント-PEM エージェントは、タスクを実行し、エージェントホストおよび監視対象の

Postgresインスタンスから PEMサーバーに統計を報告します。単一の PEMエージェントは、1つ以上

のホストに存在する Postgresの複数のインストール済みインスタンスを監視できます。

• PEMWebクライアント-PEMWebインターフェイスを使用すると、Postgresサーバーを管理および監

視し、PEM拡張機能を利用できます。Webインターフェイスソフトウェアは PEMサーバーとともに

インストールされ、サポートされているWebブラウザーを介してアクセスされます。
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• SQLProfiler-SQLProfilerは、PEMの SQLProfilerツールで分析される監視データとクエリプランを記

録する Postgresサーバープラグインです。これは PEMのオプションコンポーネントですが、SQLプロ

ファイラツールを使用する Postgres の各インスタンスにプラグインをインストールする必要がありま

す。SQLプロファイラーは、PostgreSQLサーバーまたは AdvancedServer（PEMサーバーで管理され

ているものだけでなく）の EDBディストリビューションのサポートされているバージョンで使用でき

ます。詳細およびサポートされているバージョンについては、‘‘PEMSQL プロファイラー構成ガイド

<https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-enterprise-manager>‘__‘‘を参照してください。

PEMアーキテクチャ

次のアーキテクチャ図は、PEMサーバー、クライアント、管理対象および非管理対象の Postgresサーバー間

の関係を示しています。

図 1 PEMアーキテクチャ
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1.1 PEMサーバー

図 2 PEMサーバー

PEMサーバーは、Postgresのインスタンス、クライアントにWebサービスを提供する ApacheWebサーバー

のインスタンス、および PEMエージェントで構成されます。PEMは、サーバー側の暗号化プラグインを使用

して認証証明書を生成します。

4 第 1 章 PEMArchitecture
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Postgres（データベースサーバー）のインスタンスと ApacheWebサーバー（HTTPD）のインスタンスは、同

じホスト上にあっても、別々のホスト上にあってもかまいません。

• Postgresインスタンス（データベースサーバー）-これはバックエンドデータベースサーバーです。PEM

サーバーのリポジトリとして機能する**pem**という名前のデータベースをホストします。**pem**

データベースには、監視対象の各ホスト、サーバー、およびデータベースから収集されたメトリック

データを格納するいくつかのスキーマが含まれています。

– pem-このスキーマは PEMアプリケーションの中核です。これには、アプリケーションに必要な構

成関数、テーブル、またはビューの定義が含まれています。

– pemdata-このスキーマには、監視対象データの現在のスナップショットが格納されます。

– pemhistory-このスキーマには、監視対象の履歴データが格納されます。

• ApacheWeb サーバー（HTTPD）-PEMWeb アプリケーションは、HTTPD を使用して WSGI アプリ

ケーションとしてデプロイされ、クライアントに Web サービスを提供します。次のもので構成され

ます。

– Webコンテンツプレゼンテーション-プレゼンテーションレイヤーは、Webアプリケーション（ブ

ラウザー、ログインページなど）によって作成されます。

– RESTAPI-RESTAPIを使用すると、他のアプリやサービスと統合できます。

– データベースサーバーの管理/管理-CREATE、ALTER、DROPなどのデータベースサーバーの管理

および管理アクティビティは、管理対象サーバーと非管理対象サーバーの両方で実行できます。

– ダッシュボード/チャート生成-内部的に、Webアプリケーションにはダッシュボードとチャートを

生成する機能が含まれています。

– 管理ツール-AuditManager、CapacityManager、LogManager、PostgresExpert、PostgresLogAnaly-

sisExpert、TuningWizardがWebアプリケーションで利用可能になりました。

– その他のツールは、管理対象サーバーまたは非管理対象サーバーで機能を提供します。

* SQLProfilerUIの統合-SQLProfilerは、セッションコンテンツの分析が容易なトレースを生成

します。

* クエリエディタ/データビュー-クエリエディタを使用すると、データをクエリ、編集、および

表示できます。

* デバッガ-デバッガはクエリのデバッグに役立ちます。

* パフォーマンス診断-パフォーマンス診断は、AdvancedServerのパフォーマンス分析に役立ち

ます。

PEMバックエンドデータベースの実稼働インスタンスをホストするには、専用のマシンを使用することをお

勧めします。ホストは、監視されているデータベースサーバーの数とサーバーが処理しているワークロードに

応じて、高レベルのデータスループットの影響を受ける場合があります。

1.1. PEMサーバー 5
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1.2 PEMエージェント

図 3 PEMエージェント

PEMエージェントは、マシンとオペレーティングシステム、およびそれらがバインドされている各 Postgres

インスタンスからの監視データの収集を担当します。各 PEMエージェントは、1台の物理マシンまたは仮想

マシンを監視でき、複数のデータベースサーバーをローカルに（同じシステムにインストールされているか、

リモートに）他のシステムにインストールされているかを監視できます。また、ユーザーがスケジュールする

他のタスク（サーバーのシャットダウン、SQLプロファイラートレース、ユーザー定義ジョブなど）の実行も

担当します。

PEMエージェントは、PEMサーバーのインストールとともに PEMサーバーにデフォルトでインストールさ

れます。通常、PEMホスト上の PEMエージェントと呼ばれます。別途、PEMを使用して監視する Postgres

インスタンスをホストする他のサーバーに PEMエージェントをインストールすることもできます。

ローカルで監視するかリモートで監視するかにかかわらず、PEMエージェントは、SSL証明書ベースの認証

を使用して、PostgreSQLの libpqを使用して PEMサーバーに接続します。Windowsの PEMエージェントイ

ンストーラーと Linuxの pemworkerCLIは、各エージェントを PEMサーバーに登録し、必要な証明書を生成

およびインストールします。

PEMエージェントと PEMサーバーの間には一方向のトラフィックしかありません。PEMエージェントは常

に PEMサーバーに接続します。

PEM エージェントは、監視する各データベースサーバーに接続できる必要があります。この接続は TCP/IP

接続（またはオプションで Unixホストの Unixドメインソケット）を介して行われ、オプションで SSLを使

用できます。ユーザーは、監視対象サーバーへの接続と認証を構成する必要があります。

構成が完了すると、各エージェントは、ホストと、監視対象の各データベースサーバーとデータベースに関す

る統計情報やその他の情報を収集します。各情報は**メトリック**と呼ばれ、**プローブ**によって収集さ

れます。ほとんどのプローブは、効率のために一度に複数のメトリックを収集します。収集されるメトリック

の例は次のとおりです。

• ディスク I/O統計

• ネットワーク統計

6 第 1 章 PEMArchitecture
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• データベースサーバーのバージョン文字列

• データベースサーバー構成オプション（GUC）値

• テーブルアクセス統計

• テーブルとインデックスのサイズ

PEMプローブのリストは ‘こちら<https://www.enterprisedb.com/edb-docs/d/edb-postgres-enterprise-manager/

reference/online-documentation/latest/pem_probes.html#pem-probesにあります。>‘_。

デフォルトでは、データベースサーバーにバインドされた PEMエージェントは OS/データベース監視統計を

収集し、その特定のデータベースサーバーのスケジュールされたタスク/ジョブも実行し、PEM サーバーの

pemデータベースにデータを保存します。

アラート処理、SNMP/SMTPスプーラー、および Nagiosスプーラーデータは、PEMサーバー上の pemデータ

ベースに保存され、デフォルトで PEMホスト上の PEMエージェントによって処理されます。ただし、PEM

エージェントの SNMP/SMTPおよび Nagiosパラメーターを調整することにより、他の PEMエージェントに

よる処理を有効にすることができます。

これらのパラメーターの詳細については、‘‘サーバー構成<https://www.enterprisedb.com/edb-docs/d/

edb-postgres-enterprise-manager/reference/online-documentation/latest/pem_config_options.html#pem-‘‘を参照
してください。config-options>‘_。

1.3 PEMWebクライアント

PEM クライアントは、サポートされているブラウザーで実行される Web ベースのアプリケーションです。

クライアントのWebインターフェイスは PEMサーバーに接続し、管理対象サーバーまたは管理対象外サー

バー、およびそれらに存在するデータベースとスキーマを直接管理できます。

クライアントでは、ダッシュボード、PostgresLogAnalysisExpert、CapacityManagerなどの機能を介してサー

バーに記録されたデータを利用する PEM機能を使用できます。

1.4 SQLプロファイラープラグイン

すべてのサーバーに SQLプロファイラープラグインをインストールする必要はありませんが、SQLプロファ

イラーを使用する各サーバーにプラグインをインストールして構成する必要があります。監視されていない開

発サーバーに SQL プロファイラーをインストールして構成することもできます。アドホック使用の場合も、

SQLProfilerプラグインを一時的にインストールできます。

プラグインは EDBPostgresAdvancedServer ディストリビューションとともにインストールされますが、

PostgreSQLで使用するには別途インストールする必要があります。SQLProfilerインストーラーは、‘EDBWeb

サイト<http://www.enterprisedb.com/download-postgres-enterprise-manager>‘_から入手できます。

SQLProfilerは、PEMで管理されていないサーバーで使用できますが、スケジュールされたトレースを実行す

るには、サーバーにプラグインをインストールし、インストールおよび構成済みの PEMエージェントで管理

する必要があります。

1.3. PEMWebクライアント 7
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SQL プロファイラーの使用の詳細については、‘‘PEMSQL プロファイラー構成ガイド<https://www.

enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-enterprise-manager>‘__‘‘を参照してください。

8 第 1 章 PEMArchitecture
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第2

エージェントの登録

各 PEMエージェントは、PEMサーバーに*登録*する必要があります。登録プロセスは、エージェントと通

信するために必要な情報を PEMサーバーに提供します。Windows用の PEMエージェントグラフィカルイン

ストーラーは、エージェントの自己登録をサポートしています。エージェントが Linuxホスト上にある場合、

エージェントを登録するには pemworkerユーティリティを使用する必要があります。

RPM インストーラーは、PEM エージェントを /usr/edb/pem/agent/bin ディレクトリに配置しま

す。エージェントを登録するには、pemworker ユーティリティを呼び出すときに、登録の詳細とともに

--register-agentキーワードを含めます。

pemworker --register-agent

pemworkerユーティリティを呼び出すときに、コマンドラインオプションをコマンド文字列に追加します。

各オプションの後には、対応する値が続く必要があります。

オプション 説明

--pem-server PEMバックエンドデータベースサーバーの IPアド

レスを指定します。このパラメーターは必須です。

--pem-port PEM バックエンドデータベースサーバーのポート

を指定します。デフォルト値は 5432です。

--pem-user PEM バックエンドデータベースサーバーのデータ

ベースユーザー（スーパーユーザー特権を持つ）の

名前を指定します。このパラメーターは必須です。

--pem-agent-user PEM サーバーバックエンドデータベースサーバー

に接続するエージェントユーザーを指定します。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

オプション 説明

--cert-path 証明書が作成されるディレクトリへの完全なパスを

指定します。パスを指定しない場合、証明書は次の

場所に作成されます。Linux では～/.pemWindows

では％ APPDATA％/pem

--config-dir 構成ファイルを見つけることができるディレクト

リパスを指定します。デフォルトは<pemworker-

path>/../etcです。

--display-name PEMBrowserツリーコントロールに表示されるエー

ジェントのわかりやすい名前を指定します。デフォ

ルトはシステムのホスト名です。

--force-registration force_registration 句を含めて、指定された引数で

エージェントを登録するように PEMサーバーに指

示します。この句は、既存のエージェント構成を

オーバーライドする場合に役立ちます。デフォルト

値は ‘‘はい ‘‘です。

--group エージェントが表示されるグループの名前。

--team 監視対象データベースサーバーにアクセスする必要

がある、PEM バックエンドデータベースサーバー

上のデータベースロールの名前。

--owner エージェントを所有する PEMバックエンドデータ

ベースサーバー上のデータベースユーザーの名前。

--allow_server_restart allow-server_restart パラメーターを有効にして、

PEM が監視対象サーバーを再起動できるように

します。デフォルト値は Trueです。

--allow-batch-probes allow-batch-probesパラメーターを有効にして、PEM

がこのエージェントでバッチプローブを実行できる

ようにします。デフォルト値は Falseです。

--batch-script-user バッチ/シェルスクリプトの実行に使用するオペレー

ティングシステムユーザーを指定します。デフォル

ト値は none です。このパラメーターを空白のまま

にした場合、または指定したユーザーが存在しない

場合、スクリプトは実行されません。

--enable-heartbeat-connection enable-heartbeat-connection パラメーターを有効に

して、PEMエージェントとサーバー間に専用のハー

トビート接続を作成し、アクティブステータスを更

新します。デフォルト値は Falseです。

--enable-smtp enable-smtpパラメーターを有効にして、PEMエー

ジェントが PEMサーバーに代わって電子メールを

送信できるようにします。デフォルト値は Falseで

す。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

オプション 説明

--enable-snmp enable-snmpパラメーターを有効にして、PEMエー

ジェントが PEM サーバーに代わって SNMP トラ

ップを送信できるようにします。デフォルト値は

Falseです。

-o 構成ファイルのオプションをオーバーライドするか

どうかを指定します。

データベースサーバーの再起動が必要な PEM 機能（監査マネージャー、ログマネージャー、チューニング

ウィザードなど）を使用する前に、最初に allow_server_restartの値を trueに設定する必要があり

ます agent.cfgファイル。

注釈: PEM7.11 以降のバージョンがインストールされている PEM エージェントによって実行されるシェ

ル/バッチスクリプトを構成する場合、 batch_script_user パラメーターのユーザーを指定する必要

があります。スクリプトの実行には、非 root ユーザーを使用することを強くお勧めします。root ユーザー

を使用すると、データのセキュリティとオペレーティングシステムのセキュリティが低下する可能性があ

ります。ただし、root ユーザーを使用してスクリプトを実行して pemagent を元の設定に復元する場合は、

batch_script_userパラメーター値を rootに設定する必要があります。

PEM_SERVER_PASSWORD 環境変数を使用して、PEM 管理ユーザーのパスワードを設定できます。

PEM_SERVER_PASSWORD が設定されていない場合、サーバーは PEM データベースサーバーへの接続

時に PGPASSWORDまたは .pgpassファイルを使用します。

パスワードを提供しないと、パスワード認証エラーが発生します。他の必須だが省略された情報の入力を求め

られます。登録が完了すると、サーバーはエージェントが正常に登録されたことを確認します。

11
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2.1 PEMエージェント構成パラメーターの設定

The PEM agent RPM installer creates a sample configuration file named agent.cfg.sample in the /usr/

edb/pem/agent/etc directory. When you register the PEM agent, the pemworker program creates the

actual agent configuration file (named agent.cfg). You must modify the agent.cfg file, adding the follow-

ing configuration parameter:

heartbeat_connection = true

ca-bundle.crtファイル（認証局）の場所も追加する必要があります。デフォルトでは、インストーラー

は agent.cfg.sampleファイルで指定された場所に ca-bundle.crtファイルを作成します。サンプル

ファイルからデフォルトのパラメーター値をコピーするか、別の場所に保存されている ca-bundle.crt

ファイルを使用する場合は、その値を ca_fileパラメーターで指定します。

ca_file=/usr/libexec/libcurl-pem7/share/certs/ca-bundle.crt

次に、プラットフォーム固有のコマンドを使用して、PEMエージェントサービスを開始します。サービスの

名前は pemagentです。たとえば、CentOSまたは RHEL6.xシステムでは、次のコマンドを使用します。

/etc/init.d/pemagent

RHELまたは CentOS7.xまたは 8.xホストで、systemctlを使用してサービスを開始します。

systemctl start pemagent

サービスは、エージェントを開始していることを確認します。エージェントが登録および起動されると、

Global Overviewダッシュボードおよび PEMWebインターフェイスのオブジェクトブラウザツリーコン

トロールに表示されます。

pemworker ユーティリティを使用してサーバーを登録する方法については、次の Web サイトで入手可能

な*PEM管理者ガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/edb-docs

12 第 2 章エージェントの登録
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2.2 非ルートユーザーアカウントを使用して PEMエージェントを登録する

非ルートユーザーアカウントを使用して PEM エージェントを登録するには、最初に PEM エージェントを

ルートユーザーとしてインストールする必要があります。インストール後、非ルートユーザーの ID（たとえ

ば、 edb）を想定して、次の手順を実行します。

1. .pemディレクトリと logsディレクトリを作成し、ファイルに読み取り、書き込み、実行のアクセス

許可を割り当てます。

mkdir /home/<edb>/.pem

mkdir /home/<edb>/.pem/logs

chmod 700 /home/<edb>/.pem

chmod 700 /home/<edb>/.pem/logs

2. エージェントを PEMサーバーに登録します。

./pemworker --register-agent --pem-server <172.19.11.230> --pem-user

↪→<postgres> --pem-port <5432> --display-name <non_root> --cert-path /home/

↪→<edb> --config-dir /home/<edb>

The above command creates agent certificates and an agent configuration file

↪→(``agent.cfg``) in the ``/home/edb/.pem`` directory. Use the following

↪→command to assign read and write permissions to these files:

``chmod -R 600 /home/edb/.pem/agent*``

3. agent.cfgファイルのパラメーターを変更します:

agent_ssl_key=/home/edb/.pem/agent<id>.key

agent_ssl_crt=/home/edb/.pem/agent<id>.crt

log_location=/home/edb/.pem/worker.log

agent_log_location=/home/edb/.pem/agent.log

4. 構成ファイルのパスと pemagentサービスファイルのユーザーの値を更新します。

• RHELまたは CentOS6を使用している場合は、pemagentサービスファイルを更新して agent.

cfgファイルへの正しいパスを反映し、ユーザーを suから su edbに変更します。

• RHELまたは CentOS7または 8を使用している場合は、次のようにパラメーターを更新します。

User=edb

ExecStart=/usr/edb/pem/agent/bin/pemagent -c /home/edb/.pem/agent.cfg

5. エージェントプロセスを停止してから、非 rootユーザーを使用してエージェントサービスを再起動し

ます。

• RHEL または CentOS6 を使用している場合、 sudo /etc/init.d/pemagent start/

stop/restart

• RHEL または CentOS7 または 8 を使用している場合、 sudo systemctl start/stop/

restart pemagent

2.2. 非ルートユーザーアカウントを使用して PEMエージェントを登録する 13
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6. PEMダッシュボードでエージェントのステータスを確認します。

14 第 2 章エージェントの登録
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第3

PEMエージェントの管理

以下のセクションでは、PEMエージェントの動作と管理に関する情報を提供します。

3.1 エージェント権限

デフォルトでは、PEMエージェントは、オペレーティングシステムホストの root特権とデータベースサー

バーのスーパーユーザー特権でインストールされます。これらの特権により、PEMエージェントは、システ

ムの使用状況について監視対象ホストおよびデータベースサーバーで無制限のプローブを呼び出し、情報を取

得して PEMサーバーに返すことができます。

PEMエージェントの権限が低下すると、PEM機能が低下することに注意してください。完全な機能を実現す

るには、PEMエージェントを rootとして実行する必要があります。PEMエージェントがデータベースサー

バーのサービスアカウントで実行されている場合、PEMプローブはレポートの生成に使用される統計情報に

完全にアクセスできず、機能はそのアカウントの機能に制限されます。PEMエージェントが別のより低い特

権のアカウントで実行されている場合、機能はさらに制限されます。

PEMエージェントのオペレーティングシステム権限を制限すると、一部の PEMプローブは情報を返さず、次

の機能が影響を受ける可能性があります。
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プローブまたはア

クション

オペレーティング

システム

影響を受ける PEM機能

データとログファ

イルの分析

Linux/Windows PostgresExpertは完全な情報にアクセスできません。

セッション情報 Linux プロセスごとの統計は不完全です。

PGHBA Linux/Windows PostgresExpertは完全な情報にアクセスできません。

サービス再起動機

能

Linux/Windows 監査ログマネージャー、サーバーログマネージャーログ分析エ

キスパート、および PEMは、要求された変更を適用できない

場合があります。

パッケージ展開 Linux/Windows PEM は、ダウンロードしたインストールモジュールを実行で

きません。

バッチタスク Windows PEMは、Windowsでスケジュールされたバッチジョブを実行

できません。

サーバーからデー

タを収集する（ルー

トアクセスが必要）

Linux/Windows スワップ使用率、CPU使用率、IO読み取り、IO書き込みなど

の列は、セッションアクティビティダッシュボードに 0として

表示されます。

注釈: 上記のリストは包括的なものではありませんが、制限される機能の種類の概要を提供する必要があり
ます。

PEMエージェントのデータベース特権を制限すると、次の PEM機能が影響を受ける可能性があります。

プローブ オペレーティング

システム

影響を受ける PEM機能

監査ログの収集 Linux/Windows PEMは PEMデータベースから空のデータを受け取ります。

サーバーログ収集 Linux/Windows PEMはサーバーログ情報を収集できません。

データベース統計 Linux/Windows データベース/サーバー分析ダッシュボードには、不完全な情

報が含まれます。

セッション待機/シ

ステム待機

Linux/Windows セッション/システム待機ダッシュボードには、不完全な情報

が含まれます。

ロック情報 Linux/Windows データベース/サーバー分析ダッシュボードには、不完全な情

報が含まれます。

ストリーミングレ

プリケーション

Linux/Windows ストリーミングレプリケーションダッシュボードには情報は表

示されません。

Slony レプリケー

ション

Linux/Windows データベース分析ダッシュボードの Slony関連のチャートには

情報が表示されません。

表領域サイズ Linux/Windows サーバー分析ダッシュボードには完全な情報は表示されませ

ん。

xDB レプリケーシ

ョン

Linux/Windows PEMは xDBアラートとトラップを送信できません。

16 第 3 章 PEMエージェントの管理
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プローブが不十分な権限でオペレーティングシステムを照会している場合、プローブは permission

deniedエラーを返すことがあります。

プローブが不十分な権限でデータベースをクエリしている場合、プローブは permission deniedエラー

を返すか、返されたデータを空の値として PEMチャートまたはグラフに表示します。

プローブが失敗すると、プローブの名前、プローブが失敗した理由、問題の解決に役立つヒントを含むエント

リがログファイルに書き込まれます。

サーバーで発生したプローブ関連のエラーを Probe Logダッシュボードで表示したり、PEMワーカーログ

ファイルのエラーメッセージを確認したりできます。Linuxでは、ログファイルのデフォルトの場所は次のと

おりです。

/var/log/pem/worker.log

Windowsでは、ログ情報は Event Viewerで利用できます。

3.1. エージェント権限 17
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3.2 エージェント構成

多数のユーザー設定可能なパラメーターとレジストリエントリが、PEM エージェントの動作を制御します。

一部の PEM機能を有効にするには、PEMエージェントのパラメーター設定を変更する必要がある場合があ

ります。PEMエージェント設定ファイルの値を変更した後、PEMエージェントを再起動して変更を適用する

必要があります。

PEM_MAXCONNパラメーターを除き、最初に EDBサポートの専門家に相談せずに、以下にリストされている

構成パラメーターまたはレジストリエントリを変更しないことを強くお勧めします*PEM機能を有効にするた

めに変更が必要な場合を除きます。

On Linux systems, PEM configuration options are stored in the agent.cfg file, located in /usr/edb/pem/

agent/etc. The agent.cfg file contains the following entries:

パラメータ名 説明 デフォルト値

pem_host PEMサーバーの IPアドレスまた

はホスト名。

127.0.0.1。

pem_port エージェントが PEMサーバーと

通信するために接続するデータ

ベースサーバーポート。

ポート 5432。

pem_agent PEM エージェントに割り当てら

れた一意の識別子。

最初のエージェントは ‘‘1‘‘、2番

目のエージェントは ‘‘2‘‘などで

す。

agent_ssl_key PEM エージェントのキーファイ

ルへの完全なパス。

/root/.pem/agent.key

agent_ssl_crt PEM エージェントの証明書ファ

イルへの完全なパス。

/root/.pem/agent.crt

agent_flag_dir HAサポートに使用されます。別

のサーバーの監視を引き継ぐため

の要求をチェックするディレクト

リパスを指定します。要求は、指

定されたフラグディレクトリ内の

ファイルの形式で行われます。

デフォルトでは設定されていませ

ん。

log_level ログレベルは、PEM ログファイ

ルに書き込まれるイベントのタイ

プを指定します。

警告

log_location PEM ワーカーログファイルの場

所を指定します。

127.0.0.1。

agent_log_location PEM エージェントログファイル

の場所を指定します。

/var/log/pem/agent.log

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

パラメータ名 説明 デフォルト値

long_wait 最初の接続試行が失敗した場合

に、PEM エージェントが PEM

サーバーへの接続を試行する前に

待機する最大時間（秒）。

30秒

short_wait PEM エージェントがキュー内に

次にある（実行を待機している）

プローブをチェックする前に待機

する最小時間（秒単位）。

10秒

alert_threads エージェントによって生成される

アラートスレッドの数。

PEM サーバーのホストに常駐す

るエージェントに対して 1に設定

します。他のすべてのエージェン

トの場合は 0。

enable_smtp 複数の PEM エージェント（7.13

以下）および PEMバックエンド

データベース（9.4 以下）に対し

て trueに設定すると、より多くの

重複メールを送信する場合があり

ます。一方、PEM エージェント

（7.14以降）および PEMバックエ

ンドデータベース（9.5 以降）の

場合、送信する重複メールの数は

少なくなります。

PEM サーバーホストの場合は

true。他のすべての場合は false。

enable_snmp 複数の PEM エージェント（7.13

以下）および PEMバックエンド

データベース（9.4以下）に対して

trueに設定すると、より多くの重

複トラップが送信される場合があ

ります。一方、PEM エージェン

ト（7.14以降）および PEMバッ

クエンドデータベース（9.5以降）

の場合、送信する重複トラップが

少なくなる場合があります。

PEM サーバーホストの場合は

true。他のすべての場合は false。

enable_nagios trueに設定すると、Nagiosアラー

トが有効になります。

PEM サーバーホストの場合は

true。他のすべての場合は false。

connect_timeout エージェントが接続を待機する最

大時間（秒）（10進整数文字列）。

デフォルトでは設定されていませ

ん。0に設定すると、エージェン

トは無期限に待機する必要があり

ます。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

パラメータ名 説明 デフォルト値

allow_server_restart TRUEに設定すると、エージェン

トは、監視するデータベースサー

バーを再起動できます。このパ

ラメータの値に応じて、一部の

PEM機能が有効/無効になる場合

があります。

偽

max_connections 接続スロットルで使用されるプ

ローブ接続の最大数。

0（無制限の数）

connection_lifetime ConnectionLifetime（または con-

nection_lifetime）を使用して、開

いているがアイドル状態の接続

が保持される最小秒数を指定し

ます。MaxConnections で指定さ

れた値に達し、待機中の要求を満

たすために（別のデータベースへ

の）新しい接続が必要な場合、こ

のパラメーターは無視されます。

デフォルトでは、0に設定されま

す（接続は、エージェントの処理

ループの後にアイドル状態になる

と切断されます）。

allow_batch_probes TRUEに設定すると、ユーザーは

カスタムプローブ機能を使用して

バッチプローブを作成できます。

偽

heartbeat_connection TRUEに設定すると、ハートビー

トの送信に専用の接続が使用され

ます。

偽

batch_script_dir スクリプトファイル（アラート用）

が保存されるパスを指定します。

/tmp

connection_custom_setup 監視対象サーバーとの新しい接続

が確立されたときに呼び出される

SQL コードを提供するために使

用します。

デフォルトでは設定されていませ

ん。

ca_file CA証明書が存在するパスを指定

します。

デフォルトでは設定されていませ

ん。

batch_script_user バッチ/シェルスクリプトの実行

に使用するユーザーの名前を指定

します。

なし

64ビットWindowsシステムでは、PEMレジストリエントリは次の場所にあります。

HKEY_LOCAL_MACHINE/Software/Wow6432Node/EnterpriseDB/PEM/agent

レジストリには次のエントリが含まれます。
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パラメータ名 説明 デフォルト値

PEM_HOST PEMサーバーの IPアドレスまた

はホスト名。

127.0.0.1。

PEM_PORT エージェントが PEMサーバーと

通信するために接続するデータ

ベースサーバーポート。

ポート 5432。

AgentID PEM エージェントに割り当てら

れた一意の識別子。

最初のエージェントは ‘‘1‘‘、2番

目のエージェントは ‘‘2‘‘などで

す。

AgentKeyPath PEM エージェントのキーファイ

ルへの完全なパス。

％ APPDATA ％//Roam-

ing//pem//agent.key。

AgentCrtPath PEM エージェントの証明書ファ

イルへの完全なパス。

％ APPDATA ％//Roam-

ing//pem//agent.crt

AgentFlagDir HAサポートに使用されます。別

のサーバーの監視を引き継ぐため

の要求をチェックするディレクト

リパスを指定します。要求は、指

定されたフラグディレクトリ内の

ファイルの形式で行われます。

デフォルトでは設定されていませ

ん。

LogLevel ログレベルは、PEM ログファイ

ルに書き込まれるイベントのタイ

プを指定します。

警告

LongWait 最初の接続試行が失敗した場合

に、PEM エージェントが PEM

サーバーへの接続を試行する前に

待機する最大時間（秒）。

30秒

shortWait PEM エージェントがキュー内に

次にある（実行を待機している）

プローブをチェックする前に待機

する最小時間（秒単位）。

10秒

AlertThreads エージェントによって生成される

アラートスレッドの数。

PEM サーバーのホストに常駐す

るエージェントに対して 1に設定

します。他のすべてのエージェン

トの場合は 0。

EnableSMTP true に設定すると、SMTP 電子

メール機能が有効になります。

PEM サーバーホストの場合は

true。他のすべての場合は false。

EnableSNMP trueに設定すると、SNMPトラッ

プ機能が有効になります。

PEM サーバーホストの場合は

true。他のすべての場合は false。

ConnectTimeout エージェントが接続を待機する最

大時間（秒）（10進整数文字列）。

デフォルトでは設定されていませ

ん。0に設定すると、エージェン

トは無期限に待機します。

次のページに続く
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表 2 – 前のページからの続き

AllowServerRestart TRUEに設定すると、エージェン

トは、監視するデータベースサー

バーを再起動できます。このパ

ラメータの値に応じて、一部の

PEM機能が有効/無効になる場合

があります。

本当

MaxConnections 接続スロットルで使用されるプ

ローブ接続の最大数。

0（無制限の数）

ConnectionLifetime ConnectionLifetime（または con-

nection_lifetime）を使用して、開

いているがアイドル状態の接続

が保持される最小秒数を指定し

ます。MaxConnections で指定さ

れた値に達し、待機中の要求を満

たすために（別のデータベースへ

の）新しい接続が必要な場合、こ

のパラメーターは無視されます。

デフォルトでは、0に設定されま

す（接続は、エージェントの処理

ループの後にアイドル状態になる

と切断されます）。

AllowBatchProbes TRUEに設定すると、ユーザーは

カスタムプローブ機能を使用して

バッチプローブを作成できます。

偽

HeartbeatConnection TRUEに設定すると、ハートビー

トの送信に専用の接続が使用され

ます。

偽

BatchScriptDir スクリプトファイル（アラート用）

が保存されるパスを指定します。

/tmp

ConnectionCustomSetup 監視対象サーバーとの新しい接続

が確立されたときに呼び出される

SQL コードを提供するために使

用します。

デフォルトでは設定されていませ

ん。

ca_file CA証明書が存在するパスを指定

します。

デフォルトでは設定されていませ

ん。

AllowBatchJobSteps trueに設定すると、バッチ/シェル

スクリプトは管理者ユーザーアカ

ウントを使用して実行されます。

なし
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3.3 エージェントのプロパティ

The PEM Agent Properties dialog provides information about the PEM agent from which the dialog was

opened; to open the dialog, right-click on an agent name in the PEM client tree control, and select Properties

from the context menu.

図 1 PEMエージェントプロパティダイアログ-[全般]タブ

PEMエージェント Propertiesダイアログのフィールドを使用して、PEMエージェントに関する情報を確

認または変更します。

• Descriptionフィールドには、PEMエージェントの変更可能な説明が表示されます。この説明は、

PEMクライアントのツリーコントロールに表示されます。

• グループを使用して、PEMクライアントツリーコントロールでサーバーとエージェントを整理できま

す。 Groupドロップダウンリストボックスを使用して、エージェントが表示されるグループを選択し

ます。

• Teamフィールドを使用して、エージェントによって監視されているサーバーにアクセスできるグルー

プロールの名前を指定します。このエージェントによって監視されているサーバーは、接続されている

チームメンバーの PEMクライアントツリーコントロールに表示されます。これは便利な機能であるこ

とに注意してください。[チーム]フィールドは真の分離を提供しないため、セキュリティの目的で使用

しないでください。

• Heartbeat intervalフィールドは、PEMエージェントから PEMサーバーへのレポート間の経過
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時間を表示します。間隔を変更するには、 Minutes または Seconds フィールドの横にあるセレク

ターを使用します。

図 2 PEMエージェントプロパティダイアログ-ジョブ通知タブ

Job Notifications タブのフィールドを使用して、エージェントレベルで電子メール通知設定を

構成します。

– Use the Override default configuration? switch to specify if you want the agent level job

notification settings to override the default job notification settings. If you select Yes for this switch,

you can use the rest of the settings on this dialog to define when and to whom the job notifications

should be sent. Please note that the rest of the settings on this dialog work only if you enable the

Override default configuration? switch.

– Email on job completion?スイッチを使用して、ジョブが正常に完了したときにジョブ通

知を送信するかどうかを指定します。

– Email on a job failure?スイッチを使用して、ジョブの失敗時にジョブ通知を送信するか

どうかを指定します。

– Email groupフィールドを使用して、ジョブ通知の送信先の電子メールグループを指定します。
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図 3 PEMエージェントプロパティダイアログ-エージェント設定タブ

Agent Configurationsタブには、エージェントの現在の設定と機能がすべて表示されます。

– Parameter列にはパラメーターのリストが表示されます。

– Value列には、対応するパラメーターの現在の値が表示されます。

– Category列には、対応するパラメーターのカテゴリが表示されます。 configurationまた

は capabilityのいずれかです。
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PEMエージェントのトラブルシューティング

4.1 削除された PEMエージェントの復元

エージェントが pem.agentテーブルから削除されている場合、復元することはできません。エージェント

を再登録するには、pemworkerユーティリティを使用する必要があります。

エージェントが PEMWebクライアントから削除されたが、値が active = fの pem.agentテーブルにま

だエントリがある場合は、次の手順を使用してエージェントを復元できます。

1. 次のコマンドを使用して、 idフィールドと activeフィールドの値を確認します。

pem=# SELECT * FROM pem.agent;

2. pem.agentテーブルのエージェントのステータスを trueに更新します。

pem=# UPDATE pem.agent SET active=true WHERE id=<x>;

ここで、 xは、手順 1で使用したクエリの出力に表示された識別子です。

3. PEMWebクライアントを更新します。

削除されたエージェントが再び復元されます。ただし、その特定のエージェントにバインドされたサーバーは

ダウンしているように見える場合があります。この問題を解決するには、サーバーの PEMエージェントプロ

パティを変更して、バインドされたエージェントを再度追加する必要があります。変更が成功すると、サー

バーは正常に実行されていると表示されます。
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4.2 コマンドラインを使用して、ダウンまたは不明な状態の PEMエージェ
ントを削除する

Using the PEM web interface to delete PEM agents with Down or Unknown status may be difficult if the number

of such agents is large. In such a situation, you might want to use the command line interface to delete Down or

Unknown agents.

1. 次のクエリを使用して、*N*時間以上 Downであるエージェントを削除します。

UPDATE pem.agent SET active=false WHERE id IN

(SELECT a.id FROM pem.agent

a JOIN pem.agent_heartbeat b ON (b.agent_id=a.id)

WHERE a.id IN

(SELECT agent_id FROM pem.agent_heartbeat WHERE (EXTRACT (HOUR FROM now())-

EXTRACT (HOUR FROM last_heartbeat)) > <N> ));

2. 次のクエリを使用して、ステータスが Unknownのエージェントを削除します。

UPDATE pem.agent SET active=false WHERE id IN

(SELECT id FROM pem.agent WHERE id NOT IN

(SELECT agent_id FROM pem.agent_heartbeat));
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結論

EDBPostgresEnterpriseManagerエージェントユーザーガイド

著作権 ©2007-2020EnterpriseDBCorporation。無断複写・転載を禁じます。

EnterpriseDB®Corporation34CrosbyDrive、Suite201、Bedford、MA01730、USA

T+17813573390F+19784671307Einfo@enterprisedb.comwww.enterprisedb.com

• EDB および PostgresEnterpriseManager は、EnterpriseDBCorporation の登録商標です。EDB および

EDBPostgresは、EnterpriseDBCorporationの商標です。Oracleは、Oracle、Incの登録商標です。その

他の商標は、それぞれの所有者の商標です。

• EDBは、存在する場合、EDBPostgresEnterpriseManagerのログオン UIの設計、コーディングのベス

トプラクティスの確立、レビュー、入力検証を検証します。EDBは追加の入力コンポーネントに対し

て同じアプローチに従いますが、製品の性質上、限定された検証が可能な信頼できるユーザーによって

入力および送信されるフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の文字列を受け入れる必要がある場合

があります。このような場合、ユーザーが誤った入力や危険な入力を禁止することはできません。

• EDBは、将来、認証された信頼できるユーザーからのフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の潜

在的に危険な入力を受け入れる製品に機能を追加する権利を留保しますが、そのような機能はすべて、

可能な限り最小のリスクを提供するように設計およびテストされます可能であれば、スーパーユーザー

または同等の特権が必要です。

• EDBは、すべての潜在的な脅威を予測できることを保証しません。したがって、すべての潜在的な脆

弱性が対処または検討されたことをプロセスが完全に保証することはできません。

mailto:T+17813573390F+19784671307Einfo@enterprisedb.comwww.enterprisedb.com
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